
563

精ル ツベルクリンPPD-sの 力価 に関す る再検討

第1報SeibertのPPDお よびWHOの 標 準PPDと の 比較
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緒 言

浅見 ・細井1)が 旧ツ液 か ら精製したPPD-sは

Seibertの 法に準 じて製造 された もので ある。 また

WHOの 標準PPDはSeibertのPPDを 基準 と

して力価が確定 されてい る2)。 そこで予研製PPD-s

の使用濃度を決めるため,予 研製PPD-sとSeibert

のPPDと の比較 およびSeibertのPPDとWH

OのPPDと の力価の比較を行なった。

研 究 方 法

精製 ツはいずれも1958年WHOお よびSeibertか

ら分与 されたものである。精製 ツは溶液 となってか らは

常温保存では力価の低下 が著 しいので,使 用2～3日 前

にいずれ も燐酸塩緩衝液で溶解 し氷室に保存 した。また

ヅ液の注射には各種類,各 濃度 ごとに別個の注射器を

用い,注 射器の目盛に従って正確に0.1癩 ずっ注射し,

注酎後48時 間 目に判定を行なった。

対象は毎年1回 左右両側の前搏に同時に 旧ツ液を注

射 されている小 ・中学生で,ツ 液の頻回注射による影響

の認め られるものである。また約半数がBCG陽 性 者

であるが,ツ 反応の左右差はきわめて少ない と思われ る

集団である。しか し対象によ り反応様相に変動があるの

で,約3,000名 の小 ・中学生を年令,性 を考慮 して4

群 に大別し,町 一条件下の対象にっいて次の比較検討を

行なうように考慮 した。

研究1:SeibertのPPD0.02γ/0.1帰 と予研

PPD-s0.015,0.03,0.06γ/0.1〃3」 との比較

研究∬:予 研PPD-s0.03γ/0、1粥1とSeibertの

PPD0.01,0.02,0.04γ/0.11弼 との比較

研究皿:SeibertのPPD0.02γ/0.1〃31とWHO

のPPD0.014,0.028,0.056γ/0.1媚 との比較

研 究 成 績

研 究1:SeibertのPPD0.02γ/0.1勉1と 予 研

PPD-s0.015,0.03,0.06γ/0.1吻1の い ず れ か とを 同

表1SeibertのPPD0.02γ を基 準 に した場 合 の 予 研PPD-sのSigntest,Ratio,

反 応 の大 き さの差 の比 較

表2SeibertのPPD0.02γ と予 研PPD-s0.015,0.03γ との反 応 様 相 の 比 較
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一 対 象 の左 ・右 前臆 に注 射 した場 合 の比 較 成 績

1)Signtest値 で 比 較 す る と表1の ご と く,予 研

PPD-s0.015γ がSeibertのPPD0.02γ とほ ぼ

等 力価 で あ つ た 。 ま た反 応 の大 きさの 比 の 平 均 値Ratio

で み る と(表1),発 赤,硬 結 い ず れ のRatioで も予 研

PPD-s0.015γ がSeibertのPPD0.02γ とほ

ぼ等 力 価 で あつ た 。

2)反 応 の大 きさの 差 の 平 均 値 で 比 較 し てみ る と(表

1),発 赤,硬 結 い ず れ の差 で も予 研PPD-s0.015γ

はSeibertのPPD0.02γ よ りもや や弱 く,両 精 製

ツ は等 量 で は ほ ぼ等 力 価 を示 す こ とが 推 定 され た 。 また

発 赤 の大 き さの 平 均 値 で比 較 す る と,表2の ご と く,

SeibertのPPD0.02γ は 予 研PPD-s0.015γ

と0.03γ との 間 に等 力 価 点 が あ り,0.015γ の ほ うに

近 い 濃 度 で あ る こ とが 考 え られ た 。

3)予 研PPD-s0.015,0.037とSeibertの

PPD0.02γ との 反 応 様 相 を 比 較 す る と,表2の ご

と くで あ る。 発 赤 の 大 き さ10物 翅以 上 を示 す陽 性 率 を

比 べ る と,予 研PPD0.015γ はSeibertのPPD

0.02γ よ りも2.6%低 率 で あ り,予 研PPD0.03γ

で はSeibertのPPD0.02γ よ り も3.2%高 率 と

な り,SeibertのPPD0.02γ と等 力 価 を 示 す 予研

PPD-sの 濃 度 は0.015γ と0.03γ との 間 で あ る。

しか し,硬 結 触 知 率 で 比 較 す る と予研PPD-s0.03γ

で は もち ろん の こ と,発 赤 お よび 硬結 の 大 き さで み る と

や や 低 力 価 と思 わ れ る0.015γ で も,SeibertのPPD

0.02γ よ り も高 率 で あ り,予 研PPD-sはSeibert

のPPDよ り も硬結 を現 わ しや す い こ とが み られ た 。

また 二 重 発赤 形 成 率 で比 較 す る と,予 研PPD-s0.0157

がSeibertのPPD0.02γ とほ ぼ 同 率 で あ っ た 。

以 上 の 成績 か ら,SeibertのPPD0.02ッ/0.1〃31

とほ ぼ 同 じ反 応 の大 き さを 示 す 予研PPD-sの 濃 度 は

0.015γ と0.03γ との 問 に あ り,両 精 製 ツ と も同量 で

ほ ぼ 同 じ反 応 の大 き さを 示 す もの と考 え られ た 。

研 究H:予 研PPD-s0.037/0.1〃31とSeibert

のPPD0.01,0.02,0.04γ/0.1〃z10Dい ず れか とを

同一 対 象 の左 ・右 前 鱒 に 注射 した 場 合 の比 較 成績

1)Signtest値 で 比 較 す る と,表3の ご と く,予 研

表3予 研PPD-s0.03γ を基 準 に し た場 合 のSeibert-PPDのSigntest,Ratio,

反 応 の大 きさの 差 の 比 較

PPD-s0.03γ と等 力価 を示 すSeibertのPPDの

濃 度 は0.02γ と0.04γ との 間 で あっ た 。 また 反 応 の

大 きさの 比Ratioで み る と(表3),発 赤,硬 結 い ず れ

のRatioで も予 研PPD-s0.037はSeibertの

PPDO。02γ よ りや や 強 い が,0.02γ に ほ ぼ 近 い 濃

度 に等 力 価 点 の あ る こ とが 判 明 した 。

2)反 応 の 大 き さの 差 の 平均 値 で比 較 す る と(表3),

発赤,硬 結 い ず れ の 差 で も 予 研PPD-s0.03γ は

SeibertのPPD0.02γ よ りは0.7～0.8mm大 き

く,0.04γ よ りは1ユ ～1.27mm小 さい こ とか ら,予

研PPD-s0.03γ と等 力 価 を示 すSeibertのPPD

の 濃 度 は0.025γ と推 定 され た 。 ま た 発赤 の大 き さの

平均 値 で 比 較 す る と,表4の ご と く,予 研PPD-s

0.03γ はSeibertのPPD0.02γ よ りは1.09mm

表4予 研PPD-s0.03γ とSeibertのPPD0.02,0.04γ との 反 応 様 相 の 比 較

大 き く,0.04γ よ りは2.38mm小 さい の で,予 研

PPD-s0.03γ と等 力 価 を示 すSeibertのPPDの

濃 度 は0.025γ と推 定 され た。

3)SeibertのPPD0.02,0.04γ と予研PPD-s
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0.03γ との 反 応 様 相 を比 較 す る と,表4の ご と くで

あ る。発 赤 の大 き さ10mm以 上 を示 す 陽 性 率 を比 べ る

と,予 研PPD-s0.03γ はSeibertのPPD0.02

γ よ りも6.8%高 率 で あ り,0.04γ よ りは10.1%

低 率 で あっ て,予 研PPD-s0.03γ と等 力 価 を 示 す

SeibeτtのPPDの 濃 度 は0.02γ と0.04γ との 間

で あ つ た 。次 に硬 結 触 知 率 で 比 較 す る と,予 研PPD-

s0.03γ はSeibertのPPD0.02γ よ り も9.6%

高 率 で あ り,0.04γ よ りは9.1%低 率 で あつ て,二

重 発 赤 形 成 率 の 比 較 成 績 で も み ら れ る よ うに,予 研

PPD-s0.03γ と等 力 価 を示 すSeibertのPPDの

濃 度 は0.02γ と0.04γ との 間 に あ る とい え よ う。

以上 の 成 績 か ら,予 研PPD-s0.03γ とほ ぼ 同 じ

反 応 を示 すSeibertのPPDの 濃 度 は0.02γ と0.04

γ との 間 に あ り,両 精 製 ツ と も同 量 で ほ ぼ 同 じ反 応 を示

す もの と考 え られ た。

研 究 皿:Seiberむ のPPD0.02γ/0.11%1とWHO

のPPD0.014,0.028,0.056γ/0.1〃z1の いず れか

と を同 一 対 象 の左 ・右 前 鱒 に注 射 した場 合 の比 較 成績

1)Signtest値 お よび 発赤,硬 結 い ず れ の大 き きの 比

表5SeibertのPPD0.02γ を基 準 に した 場 合 のWHO-PPDのSigntest,Ratio,

反 応 の 大 きさの 差 の 比 較

の 平 均 値Ratioで 比 較 して も,表5に 示 す ご と く

SeibertのPPD0.02γ とほ ぼ 等 しい 反 応 を 示 す

WHOのPPDの 濃 度 は0.014γ と0.028γ との

間 で,0.014γ に近 い濃 度 で あ つ た 。

2)反 応 の大 き さの差 の 平均 値 で比 較 す る と(表5),

発赤,硬 結 い ず れ の 差 で もSeibertのPPD0.02γ

はWHOのPPD0.014γ よ りも0.47mm大 き く,

0。028γ よ りは1.1～1.4mm小 さい こ とか ら,Seibert

のPPD0.027と 等 力 価 を 示 すWHOの 濃 度 は

0。017γ と推 定 され た。 ま た発 赤 の大 きさの 平 均 値 で 比

表6SeibertのPPD0.027とWHOのPPD0.014,0.028γ との 反 応 様 相 の 比 較

較 す る と,表6の ご と く,SeibertのPPD0.027

はWHOのPPD0.014γ よ り も0.377脇 大 き

く,0.028γ よ りは0.74mm小 さい こ とか ら,Seibert

のPPD0.02γ と等 力 価 を示 すWHOのPPDの

濃 度 は0.014γ と0.027と の 間 に あ る もの と 推 定 さ

れ た 。

3)WHOのPPD 0.014,0.028γ とSeibertの

PPD0.02γ との 反応 様 相 を 比 較 す る と,表6の ご

と くで あ る。 発赤 の大 き さ10mm以 上 を示 す陽 性率 を

比 較 す る と,SeibertのPPD0.02γ はWHOの

PPD0.014γ よ り も1.2%高 率 で あ り,0.0287よ

りは1.6%低 率 で あ っ て,SeibertのPPD0.027

と等 力 価 を示 すWHOのPPDの 濃 度 は0.014γ と

0。028ッ との 間 で あ つ た 。次 に硬 結 触 知 率 で 比 較 す る と,

SeibertのPPD0.02γ はWHOのPPD0.014

γ とほぼ 同率 で あ り,0.028γ よ りは10.7%低 率 で

あっ た 。 また 二 重 発 赤形 成 率 はWHOのPPD0.014,

0.028γ の い ず れ もSeibertのPPD0.02γ と大 差

は み られ な か っ た 。

以 上 の成 績 か ら,SeibertのPPD0.02γ とほ ぼ 同

じ反 応 を 示 すWHOのPPDの 濃 度 は0.014γ と

0.02γ との 間 に あ る こ とが 明 らか とな つ た 。

総括ならびに考案

精製ツのツベルクリン活性程度を他の精製 ツと比較す

ることは,そ の精製ツの特性を知るうえにきわめて重要
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なことである。そこで予研製PPD-sの 特色を検討す

るために予研製PPD-sと 同 じ程度の反応を示す他の

精製 ツの濃度を求めることにした。比較に用いた ものは

現在世界で広 く用い られつつあるWHOの 標 準PPD

お よびSeibertのPPDで ある。

精製 ヅ同志の力価の比較を行なう場合には,ヅ 反応 と

して認めうるすべての事項について検討する必要のある

ことはいうまで もない。 そこでわれわれはSigntest,

発赤 および硬結の大きさの比の平均値Ratio,発 赤 およ

び硬結の大きさの差あるいは発赤の大きさの平均値の比

較,発 赤の大きさ10mm以 上の陽性率,硬 結触知率,

二重発赤形成率による比較等の各項 目の総括的判定によ

って力価の比較を試みた。

まずSeibertのPPDと 予研PPD-sと の 比較

成績を みると,研 究1に おいてSeibertのPPD

0.02γ とほぼ同じ反応の大 きさを示す予研PPD-sの

濃度 は0.015γ と0.03γ との間にあ り,ま た研究H

において予研PPD-s0.03γ とほぼ同じ反応の 大き

さを示すSeibertのPPDの 濃 度は0.02γ と0.04

γ との間にあり,こ の両成績か らみて予研PPD-sと

SeibertのPPDと は同量でほぼ同じ反応の大きさを

示す もの と考えられた。

次に,予 研PPD-sとWHOのPPDと の再比

較を試みる前に,SeibertのPPDとWHOのPPD

との比較を試みた。その結果,SeibertのPPD0.02γ

とほぼ 同 じ反応を示すWHOのPPDの 濃度は,

0.014γ と0.02γ との間に あることが 明 らかとなつ

た。

以上の比較成績か ら,同 じ程度の反応を示すこれら3

種 の精製 ツの濃度の関係は,予 研PPD-s:Seibertの

PPD:WHOのPPD=0.02γ:0.02γ:0.017γ

と表わす ことができよう。

さて,異 なる種類の精製ツの力価を比較する場合には,

その使用結核菌株,製 造法の差などを考慮する必要があ

る。ここで比較に用いた3種 の精製 ツは いずれ も製造法

はほぼ同じであるが,用 いてある菌株は違つている。予

研PPD-sは 人型結核菌青山B株 か ら,Seibertの

PPDは 入型結核菌DT株 か らほぼ 同一方法に 従っ

て作 られたものであり,ま たWHOの 標準PPDは

4株 の人型結核菌を用いて,CopenhagenのStatens

SerumIpstituteで 作 られたPTで ある。か くのごと

くいずれ も人型結核菌のみか らほぼ同一方法で作 られて

いる3精 製ツ間の比較成績をみると,WHOのPPD

が他の2種 の精製ツよりもやや力価が 強いことが 認め

られた。われわれは製造法がほぼ同じである限 り,用いる

菌株が多少違つていて も,人 型菌であれば実際的にはほ

とんど差がない ものと考 えている。したがってSeibertの

PPDと 予 研PPD-sと の差のないことは もちろん

であるが,WHOの もののみが やや強力価で あるのは

4株 の菌株中にやや異なる性状の ものが加わつているの

か,こ の点にっいてはさらに検討の必要がある.

結 論

予研PPD-sとSeibertのPPDと の 力価の比

較,お よびWHOの 標 準PPDとSeibertのPPD

との力価の比較を同一条件の もとで行なつた。この3精

製 ツがほぼ等しい反応を示す濃度の問には,予 研PPD

-s:Seibert-PPD:WHO-PPD=0 .02γ:0.02γ:

D.017ッ の閾係がみられた。
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